参考様式（第１０条関係）

審議会等の会議録
	会議の名称
	 平成２７年度　第２回座間市市民参加推進会議

	開催日時
	平成２７年１２月１６日（水）　午後２時００分から３時００分まで

	開催場所
	 市役所５階　第５－２会議室

	出席者
	峰尾昌子（会長）、杉山朋子（副会長）、椎野修平、瀬戸吉夫、

上野正雄、小林征司

	事　務　局
	 市民部市民協働課（野本市民部長、萩原次長兼市民協働課長、山本担当課長、南山係長、小林主事、市川主事）

	公開の可否
	 ■公開　□一部公開　□非公開　
	傍聴人数　
	　　　　　０　人

	議題
	市民参加推進条例の改正について

	資料の名称

	【資料】
①　次第

②　名簿

③　市民参加推進条例
④　座間市市民参加推進条例の改正について（依頼）
⑤　地方公営企業法の抜粋
⑥　改正文
⑦　新旧例規対照表
⑧　平成２７年度委員再任に係る意向確認について


	会議の内容


	◇次第

　　１ 開　会
　　２ あいさつ
　　３ 委員委嘱
　　４ 議　題

・市民参加推進条例の改正について
　　５ その他
　　　・委員の再任について
　　６ 閉　会

	会議の内容

（会議次第及び

発言要旨等）


	次第３　委員委嘱
　鈴木英夫委員から任期途中で瀬戸吉夫委員に代わり、市民部長野本より瀬戸委員へ委嘱状が渡されました。瀬戸委員の任期は鈴木委員の残り任期である平成２８年２月２４日までとなります。

次第４　議題

事務局より市民参加推進条例の改正について説明がありました。
会長より委員に意見を求めたところ、以下のような質疑に対し回答がありました。

【委員からの質疑と回答】
・水道局というのはどこの組織になりますか。
→水道局は市長部局から独立して設置されます。

・水道局はどこが管理するのですか。

→新たに管理者を置きます。管理者が管理します。

・最近“局”を置いて分散させる傾向がありますが、なぜでしょうか。

→これまで水道事業は公営企業化しておりました。このたび総務省から公営企業会計の適用指針が発表され平成３１年度までに取り組まなければならず座間市はここで下水道事業を公営企業化する予定にしました。
会長は、委員からの意見を受けて、市民参加推進条例の改正について賛否を問いました。

賛成多数にて、承認されました。
次第５　その他
　事務局より委員の再任について、椎野委員は３期満了となることと、その外の委員については再任をお願いしたいという依頼をしました。再任を受けていただく場合は後日事務局へ連絡することになりました。
会長は、以上をもって、本日の議事が終了した旨を述べ、閉会を宣しました
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